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一

五
、
漢
文
訓
読
語
史
研
究
史
に
お
け
る
総
ル
ビ
の
訓
読
文

　

漢
文
訓
読
語
史
研
究
史
の
一
齣
に
、
嘗
て
一
時
期
盛
ん
に
、
総
ル
ビ
で
の

訓
読
文
が
作
成
さ
れ
、
語
彙
総
索
引
、
漢
字
索
引
が
付
さ
れ
、
学
界
に
公
に

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
高
山
寺
本
論
語
・
史
記）
12
（

な
ど
が
そ
の
例

に
属
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
稿
者
は
、
学
史
に
お
け
る
こ
の
試
み
の
発
想
の
起

点
は
、
先
に
説
い
た
訓
点
資
料
の
加
点
の
実
態
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
訓
点
資
料
の
加
点
の
実
態
は
、
全
て
の
漢
字
に
振

仮
名
を
振
ら
れ
た
資
料
は
、
存
在
し
た
と
し
て
も
殆
ど
例
外
で
、
多
く
の
資

料
は
、
一
資
料
内
に
加
点
の
疎
密
を
有
す
る
。
即
ち
、
振
仮
名
と
し
て
仮
名

点
の
振
ら
れ
る
漢
字
も
あ
れ
ば
、
全
く
仮
名
点
を
振
ら
れ
な
い
漢
字
も
存
す

る
資
料
が
圧
倒
的
に
多
数
を
占
め
る
。
総
ル
ビ
の
訓
読
文
の
作
成
は
、
一
資

料
中
の
本
文
漢
字
の
加
点
の
有
無
が
、
何
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
、
加
点
の

実
態
か
ら
出
発
し
て
、
仮
名
点
の
有
無
疎
密
が
、
加
点
者
の
如
何
な
る
言
語

認
識
の
差
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
の
実
証
の
た
め
に
試
み
ら
れ
た
方
法
で

あ
っ
た
と
愚
考
す
る
。
実
は
、
こ
の
学
問
的
な
興
味
は
、
興
福
寺
本
三
蔵
法

師
伝
古
点）
13
（

に
お
い
て
、
実
際
の
加
点
方
法
と
加
点
者
の
言
語
認
識
と
の
問
題

に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る）
14
（

辺
り
に
発
想
の
起
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
高
山
寺
本
論
語
・
史
記
の
場
合
も
、
こ
の
延
長
線
上
位
置
づ
け
ら
れ
る

試
み
で
あ
ろ
う
と
理
解
し
て
い
る
。

　

か
か
る
総
ル
ビ
に
よ
る
訓
読
文
作
成
の
目
的
は
右
に
あ
る
と
し
て
も
、
付

訓
の
無
い
字
を
も
全
て
音
節
レ
ベ
ル
で
の
復
元
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
総
ル
ビ
の
訓
読
文
作
成
が
齎
し
生
ん
だ
副
産
物
的
な
漢
文

訓
読
語
史
研
究
上
の
課
題
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
厳

密
に
は
、
付
訓
の
存
す
る
漢
字
と
全
く
の
推
読
の
字
と
の
間
に
は
、
自
ず
と

「
確
実
性
」
に
お
け
る
確
率
上
の
妥
当
性
の
軽
重
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
容
易
に
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
総
ル
ビ
の
訓
読
文
作
成
の

前
提
が
、
加
点
に
お
け
る
言
語
認
識
の
在
処
を
探
ろ
う
す
る
一
点
で
あ
る
限

訓
点
資
料
の
日
本
語
史
料
と
し
て
の
評
価
に
つ
い
て
（
下
）
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藉
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二

り
は
、
研
究
者
の
側
に
明
確
な
自
覚
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
総
ル
ビ
の

訓
読
文
作
成
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
諸
問
題
の
解
明
に
拡
が
ろ
う
と
す
る

時
、
前
提
と
し
て
の
出
発
点
が
こ
の
総
ル
ビ
の
訓
読
文
に
お
か
れ
た
場
合
、

と
も
す
れ
ば
、
研
究
者
は
、
加
点
の
無
い
漢
字
の
訓
読
を
見
通
し
た
と
す
る

超
越
的
態
度
を
採
る
危
険
性
が
存
す
る
。
基
礎
学
た
る
漢
文
訓
読
語
史
研
究

は
、
研
究
の
基
礎
を
、
現
実
存
在
で
あ
る
形
式
、
即
ち
、
高
山
寺
本
論
語
に

し
て
も
、
ま
た
、
高
山
寺
本
史
記
に
し
て
も
、
加
点
の
原
態
に
戻
っ
て
発
想

す
べ
き
必
要
が
あ
ろ
う
。
即
ち
、
先
の
例
か
ら
言
え
ば
、
あ
く
ま
で
「
驢
馬

の
視
点
」
か
ら
論
じ
始
め
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
安
易
に
「
井
戸
の
超
越
的
視

点
」
を
得
た
と
す
り
替
え
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
大
き
な
研
究

の
陥
穽
が
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

恐
ら
く
、
訓
点
資
料
の
語
学
的
研
究
の
道
程
の
先
の
、
目
指
す
べ
き
と
こ

ろ
の
一
つ
に
は
、
今
あ
る
現
在
の
研
究
者
の
学
問
的
澱
を
取
り
去
っ
た
純
粋

に
客
観
的
な
古
典
語
た
る
漢
文
訓
読
語
の
復
元
が
あ
ろ
う
。
そ
の
端
的
な
形

は
、
特
定
の
資
料
の
総
ル
ビ
の
訓
読
文
作
成
と
い
う
構
造
体
の
構
築
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
短
絡
的
に
現
段
階
で
の
学
問
的
知
見
に

よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
く
て
、
最
終
的
な
学
問
の
た
ど

り
着
く
目
指
す
べ
き
構
築
物
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
極
論
す
れ

ば
、
そ
の
構
築
物
に
至
ろ
う
と
す
る
日
々
の
営
為
が
純
粋
基
礎
学
の
あ
る
べ

き
姿
で
あ
っ
て
、
構
造
物
が
構
築
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
純
粋
基
礎
学
た
る
漢

文
訓
読
語
史
研
究
の
終
焉
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

重
ね
て
言
い
換
え
れ
ば
、
漢
文
訓
読
語
史
を
、
具
体
的
に
過
去
の
資
料
に

根
拠
を
求
め
て
語
ろ
う
と
す
る
時
、
と
も
す
れ
ば
我
々
は
過
去
の
言
語
事
象

の
何
が
し
か
の
根
拠
を
得
て
推
論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
井
戸
の
視
点
」

を
得
た
か
の
ご
と
く
論
じ
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
現
存
資
料
が
偶
然
の

産
物
で
あ
る
と
い
う
学
問
的
反
省
は
無
い
し
、
い
か
に
論
じ
よ
う
と
あ
く
ま

で
試
論
―
過
程
―
で
し
か
な
い
こ
と
へ
の
研
究
者
と
し
て
の
謙
虚
さ
を
放
棄

し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
、
自
己
の
積
み
上
げ
て
き
た
研
究

に
よ
っ
て
構
築
し
た
形
式
を
、
自
他
か
ら
と
も
に
否
定
さ
れ
ぬ
た
め
に
、
純

粋
基
礎
学
の
あ
る
べ
き
姿
か
ら
全
く
逸
脱
し
た
権
威
主
義
的
な
本
質
主
義
的

立
場
を
採
り
、
あ
る
い
は
、
客
観
的
な
方
法
と
純
粋
学
の
有
り
様
に
気
付
き

な
が
ら
も
、
意
図
的
に
超
越
的
視
点
を
振
り
か
ざ
す
場
合
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
実
証
性
と
、
具
体
的
な
言
語
事
象
の
「
確
実
性
」
の
軽
重
を
無
視
し

て
、
観
念
的
抽
象
的
論
議
に
よ
っ
て
、
非
我
な
る
個
人
の
純
粋
的
学
問
批
判

を
、
そ
の
権
威
に
よ
っ
て
表
層
的
に
論
破
し
て
溜
飲
を
下
げ
る
場
合
さ
え
あ

る
。
か
か
る
事
態
が
、
純
粋
学
た
る
べ
き
人
文
科
学
に
お
い
て
す
ら
存
在
す

る
。

　

「
法
身
」
と
言
う
非
現
実
的
で
観
念
的
な
存
在
、
ま
た
は
、「
井
戸
の
視

点
」
は
自
己
の
向
か
う
べ
き
目
標
と
す
べ
き
構
築
物
で
は
あ
ろ
う
が
、
あ
く

ま
で
目
指
す
べ
き
一
つ
の
極
点
の
譬
え
で
あ
っ
て
、
純
粋
基
礎
学
は
、
現
実

存
在
か
ら
発
す
る
実
証
的
研
究
で
あ
る
べ
き
で
、「
驢
馬
の
視
点
」
こ
そ
が

継
続
さ
れ
る
研
究
の
過
程
の
道
筋
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
純

粋
基
礎
学
た
る
人
文
科
学
の
研
究
者
は
、
終
生
、「
曹
山
法
身
」
に
お
け
る

「
驢
馬
の
視
点
」
以
上
の
も
の
は
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
明
確
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三

な
自
覚
を
持
っ
て
意
図
的
に
「
驢
馬
の
視
点
」
を
採
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
井
戸
の
視
点
」
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
と
錯
覚
し
て
陥
穽
に
陥
る
の
は
、

研
究
者
と
し
て
慢
心
し
た
権
威
主
義
的
本
質
主
義
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い

で
あ
ろ
う
。

　

驢
馬
に
お
け
る
純
粋
基
礎
学
の
確
実
性
は
、
謂
わ
ば
、
井
の
水
面
の
虚
像

の
一
々
の
部
分
を
実
証
性
を
持
っ
て
確
認
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
純
粋
基

礎
学
の
正
統
な
る
研
究
者
は
、
井
の
水
面
の
虚
像
し
か
見
え
ぬ
自
己
の
面
様

を
矛
盾
少
な
く
類
推
す
る
こ
と
し
か
所
詮
で
き
ぬ
こ
と
を
明
確
に
自
覚
し
て

い
る
者
で
あ
ろ
う
。

六
、
証
本
の
訓
読
語
と
狼
藉
本
の
訓
読
語

 

―
高
山
寺
本
論
語
鎌
倉
期
点
と
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
―

　

さ
て
、
以
下
に
は
右
に
触
れ
た
高
山
寺
本
論
語
を
取
り
上
げ
て
み
る
。
高

山
寺
本
論
語
鎌
倉
期
点
と
は
、
二
系
統
の
論
語
の
総
称
で
、
清
原
本
論
語
巻

第
七
・
八
と
中
原
本
論
語
巻
第
四
・
八
が
存
す
る
。
清
原
本
、
中
原
本
の
名

称
は
、
こ
の
二
組
の
論
語
の
奥
書
に
関
連
し
て
の
名
称
で
あ
る
が
、
中
原
本

に
は
、
巻
第
四
に
寛
元
元
年
中
原
師
有
本
奥
書
と
安
貞
二
年
書
写
本
奥
書
、

嘉
元
元
年
大
法
師
了
尊
書
写
奥
書
が
存
し
て
、
中
原
本
と
称
さ
れ
る
。
清
原

本
に
は
、
巻
第
七
の
巻
末
に
、「
爲ノ

見
外
傳
抄
故
論
語
一
阝
／
如ク

形カ
タ
ノ

清
家ノ

一

説ヲ

所
讀ム

也
」
と
し
た
天
台
山
沙
門
僧
禪
信
奥
書
が
あ
る
。
ま
た
、
紙
継
に
は

清
原
康
祐
の
署
名
が
あ
っ
て
、
清
原
本
の
名
称
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
禪
信
の

奥
書
に
先
立
っ
て
、

　
　
　
　

能
々
讀
寫
了

　
　

前
讃
岐
守
藤
原
顯
綱
兼
經
卿
男

　
　

伊
予
守
藤
原
敦
家
兼
經
卿
男

　
　

陸
奥
守
藤
原
基
家
兼
經
卿
男

　
　
　

「
郁
（
別
筆
一
）芳

門
院
」　

「
待
（
別
筆
二
）賢

門
院
」

の
記
載
が
あ
る
。
小
林
芳
規
博
士
は
、
こ
の
奥
書
を
、
本
文
と
同
時
期
で
あ

る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
奥
書
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
の
解
釈
に
は
、

慎
重
に
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
親
子
関
係
に
つ
い
て
藤
原
兼

経
の
三
子
息
の
名
の
列
挙
に
は
、
後
に
触
れ
る
論
語
と
い
う
書
の
童
蒙
の
漢

文
訓
読
入
門
期
に
お
い
て
の
使
わ
れ
方
の
実
態
と
の
関
係
が
存
す
る
よ
う
に

思
え
て
な
ら
な
い
が
断
言
は
避
け
て
お
く
。

　

高
山
寺
本
論
語
鎌
倉
初
期
点
に
現
れ
た
言
語
事
象
に
つ
い
て
は
、
先
学
に

よ
る
史
料
性
の
評
価
が
存
す
る）
15
（

。
そ
れ
に
従
え
ば
、

　
　

一
、 

清
原
本
、
中
原
本
と
も
漢
籍
訓
読
語
に
特
有
の
訓
読
法
が
見
ら
れ

る
。

　
　

二
、 

清
原
本
、
中
原
本
と
も
に
僧
侶
が
関
係
す
る
訓
点
資
料
で
あ
っ

て
、
仏
書
訓
読
語
の
混
入
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　

三
、 

清
原
本
、
中
原
本
と
も
に
鎌
倉
時
代
の
新
し
い
言
語
事
象
が
現
れ

る
。

右
の
よ
う
な
指
摘
に
よ
る
史
料
性
の
評
価
で
あ
る
。
こ
の
三
分
類
に
よ
る
高

山
寺
本
論
語
の
資
料
性
の
把
握
に
つ
い
て
の
分
類
枠
次
元
の
相
互
関
係
の
妥

当
性
に
つ
い
て
の
検
討
は
今
は
措
く
が
、
要
は
、
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四

　

◯ 

漢
籍
で
あ
る
論
語
で
あ
り
な
が
ら
「
規
範
的
漢
籍
訓
読
語
」
を
逸
脱
し

た
仏
書
的
言
語
事
象
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

◯
鎌
倉
時
代
語
的
新
言
語
事
象
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

と
評
価
し
て
よ
か
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
高
山
寺
本
論
語
の
時
代
の
「
規
範
的
漢
籍
訓
読
語
」
―
こ
れ
を

本
稿
の
後
に
は
、「
証
本
」
の
訓
読
語
と
も
表
現
す
る
―
は
、
清
原
家
の
場

合
は
、
清
原
頼
業
ま
で
遡
れ
る
が
、
平
安
時
代
の
論
語
の
訓
点
資
料
が
知
ら

れ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
真
俗
に
お
け
る
論
語
の
扱
い
方
が
、
平
安
鎌
倉
時
代

を
通
じ
て
具
体
的
に
は
分
か
ら
な
い
現
状
で
、
当
時
の
真
俗
の
全
体
に
及
ぼ

し
て
の
「
漢
籍
訓
読
語
の
様
態
」
に
及
ん
で
類
推
す
る
に
は
、
研
究
上
の
危

惧
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い）
16
（

。

　

さ
て
、
論
語
（
ま
た
、
孝
経
）
は
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
奥
書）
17
（

の
左
の
如

き
記
述
か
ら
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
は
、
童
蒙
の
漢
文
訓
読
入
門
書
と

し
て
テ
キ
ス
ト
群
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
九
月
十
六
日
雨
中
燭
本
校
點

　
　

功
了
、
抑
予
全
經
傳
習
之
次
第
、
先
於
八
歳

　
　

始
讀
論
語
經
、
五
ヶ
年
終
其
篇
、
其
後
於

　
　

十
二
歳
讀
此
書
、
其
時
手
身
書
點
、
授
家

　
　

訓
説　

、
而
件
本
幼
學
之
間
、
字
樣
錯
謬

　
　

料
帋
瓩
劣
不
可
傳
後
代
隨
又
紛
失
已
十

　
　

仍
新
調
此
本
欲
傳
子
葉
於
書
寫
者
雖

　
　

借
他
人
之
手
於
校
點
者
用
微
躬
之
功
累

　
　

祖
之
秘
説
、
更
无
所
脱
漏
、
子
々
孫
々
傳
此

　
　

書
寫
、
深
秘
匵
中
、
莫
出
困
外
、
夫
古
文
孝

　
　

經
者
壁
中
之
舊
本
隷
古
遺
字
也

　
　

而
本
朝
相
傳
諸
家
之
本
古
字
近
字

　
　

錯
亂
用
之
蓋
依
去
聖
甚
遠
傳
寫
有
誤
之

　
　

漸
也
今
勘
字
書
等
欲
用
古
字
之
處
頗

　
　

有
率
爾
之
恐
況
唐
家
改
古
文
用
今
字

　
　

可
資
準
的
者
歟
但
書
孝
經
本
朝

　
　

傳
來
之
始
爲
古
字
之
本
一
向
不
可
失
舊

　
　

體
仍
本
用
今
字
傍
附
古
字
一
部
之
内
悉

　
　

不
附
之
唯
少
々
附
之
示
方
體
之
許
也
宜
以

　
　

一
察
萬
耳
于
時
楊
營
拜
趨
之
節
雖
無

　
　

餘
力
杏
檀
鑽
仰
之
功
猶
勞
寸
膓
躭
道

　
　

之
志
孔
父
捨
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
五
位
下
行
參
河
守
清
原
真
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
主
幸
若
丸
歳　十
六
」

　

律
令
制
に
よ
る
論
語
、
孝
経
は
、
学
令
の
中
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
は
長
じ
て
の
学
制
に
お
け
る
位
置
で
あ
っ
て
、
所
謂
、
幼
学
の
漢
文
学

習
の
入
門
期
の
も
の
を
規
定
し
た
も
の
は
な
い）
18
（

。
多
く
の
入
門
期
の
加
点
資

料
の
情
報
が
、
稿
者
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　

三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
は
、
本
文
の
書
写
は
幼
学
者
本
人
に
よ

る
も
の
と
は
思
え
ず
、
右
筆
山
王
院
門
葉
寂
空
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
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五

が
、「
金
王
麿
」
の
署
名
は
、
幼
学
者
の
学
習
者
自
身
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
奥
書
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
八
月　

日
依
垂
髪
御
誂

　
　
　

如
形
染
筆
畢
本
自
書
生
不
堪
之
間

　
　
　

於
字
紕
謬
濟
々
歟
尤
不
便
右
筆
山
王
院

門
葉
寂
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
王
麿
之

　
　

「（
追
筆
）同
九
月
上
旬
交
點
之
書
本
之
點
一
途
頗
可
謂
狼
藉
本
歟

　
　
　

仍
以
證
本
移
點
畢　
　
　
　
　
　
　

金
王
麿
重
記
之　

　
　
　

點
本
記
云

　
　
　

 

建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
孟
夏
上
旬
之
比
以
主
水
正
清
原
賴
尚
眞
人

本

　
　
　

書
寫
移
點
了
賴
業
良
業
等
以
此
本
爲
相
傳
本
尤
可

　
　
　

秘
藏
者
也
云
　々
　
　
　
　
　
　
　
　

已
上
」　　

　

三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
の
言
語
事
象
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
お

い
て
改
め
て
具
体
的
に
触
れ
る
が
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
の
奥

書
は
、
建
治
三
年
八
月
の
奥
書
に
お
い
て
、
本
来
、
古
文
孝
経
の
本
文
は
、

教
え
を
受
け
る
金
王
麿
が
書
写
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
本
文
を
金
王

麿
が
書
写
し
た
が
稚
拙
で
、
誤
字
が
多
い
故
、
右
筆
の
寂
空
が
金
王
麿
に
代

わ
っ
て
書
写
し
た
と
の
内
容
で
あ
ろ
う
。
行
書
体
で
書
か
れ
た
同
九
月
の
追

筆
奥
書
は
、
九
月
上
旬
に
こ
の
本
文
を
訓
読
し
加
点
し
た
が
、
狼
藉
本
と
い

う
べ
く
訓
読
に
乱
れ
が
あ
っ
て
、
古
文
孝
経
訓
読
法
の
証
本
と
認
識
さ
れ
て

い
た
系
統
の
本
に
従
っ
て
、
重
ね
て
移
点
し
た
と
の
謂
で
あ
ろ
う
。
用
い
た

証
本
は
、「
點
本
記
云
」
以
下
の
系
統
の
訓
点
資
料
で
、
清
原
頼
尚
の
書
写

移
点
本
、
祖
点
は
清
原
頼
業
で
、
清
原
良
業
を
経
た
相
伝
本
で
あ
っ
た
と
い

う
。
注
意
す
べ
き
は
、
建
治
三
年
時
点
に
お
い
て
古
文
孝
経
の
訓
読
法
に
対

す
る
評
価
が
、
当
時
の
人
々
に
「
正
誤
」
の
二
見
で
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
、
訓
読
法
に
対
す
る
価
値
の
軽
重
が
存
し
た
こ
と
で
あ
る
。
右
の
資
料
に

限
ら
ず
平
安
鎌
倉
時
代
の
漢
籍
類
の
奥
書
を
参
照
す
る）
19
（

と
論
語
、
古
文
孝
経

に
童
蒙
教
育
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
、
明
経
、
紀
伝
に

か
か
わ
ら
ず
「
証
本
」
の
語
と
と
も
に
、
該
当
の
加
点
資
料
が
「
累
代
秘

説
」
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
と
か
、「
家
説
」、「
當
家
累
代
秘
點
」
の
表
現

が
見
え
る
。
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
限
定
を
し
て
記
す
が
、
当
時
の

人
々
の
価
値
観
と
し
て
、
博
士
家
の
訓
読
が
拠
る
べ
き
「
規
範
」
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
博
士
家
の
訓
読
に
規
範
の
意
識
を
与
え
て
い
た
の

は
、
博
士
家
を
始
め
と
す
る
俗
家
の
人
々
だ
け
で
は
な
く
て
、
寺
院
に
お
け

る
訓
読
語
に
対
す
る
価
値
評
価
も
、「
証
本
」
と
し
て
博
士
家
の
訓
読
に
置

か
れ
て
い
た
の
は
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
の
奥
書
に
顕
著
な
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
証
本
」
の
評
価
の
対
極
に
、
当
時
の
訓
点
資
料
に

対
し
て
「
狼
藉
本
」
な
る
マ
イ
ナ
ス
価
値
の
評
価
を
さ
れ
る
資
料
が
存
し
て

い
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

　

先
に
触
れ
た
が
、
現
在
の
日
本
語
史
資
料
の
残
存
状
況
は
、
歴
史
の
偶
然

に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
過
去
の
人
々
の
意
図
や
評
価
と
は
全
く
次
元

の
違
う
事
態
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
資
料
も
夥
し
い
で
あ
ろ
う
が
、
右
の
ご
と

く
、
当
時
の
人
々
の
中
に
、「
証
本
」
と
「
狼
藉
本
」
の
二
見
の
価
値
評
価
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六

の
対
立
が
あ
る
場
合
、
歴
史
的
過
去
に
お
い
て
資
料
相
伝
に
価
値
観
が
働
い

て
も
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
。
即
ち
、
守
る
べ
き
は
「
証
本
」
で
あ
っ
て
、

「
狼
藉
本
」
の
散
失
に
は
関
心
が
薄
か
っ
た
如
き
事
態
が
想
定
さ
れ
る
。

「
狼
藉
本
」
と
価
値
付
け
ら
れ
る
訓
点
資
料
に
現
れ
た
訓
読
語
は
、「
証

本
」
の
規
範
を
逸
脱
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
保
守
的
な
伝
承
重
視
の
立

場
か
ら
は
、「
誤
り
」
の
訓
読
語
と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ

う
。

　

し
か
し
、
次
節
に
記
述
す
る
如
く
、
資
料
内
に
存
す
る
訓
点
の
現
実
存
在

の
形
式
に
従
っ
て
、
現
代
の
研
究
者
が
過
去
の
訓
読
者
の
価
値
評
価
は
過
去

の
評
価
と
し
て
措
き
、
二
見
を
捨
て
て
整
理
し
た
時
、「
狼
藉
本
」
と
評
価

さ
れ
た
資
料
に
は
、
保
守
的
訓
読
に
は
入
り
き
ら
な
い
、
言
語
事
象
が
出
現

す
る
と
整
理
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
訓
読
語
に
は
現
れ
な
い
形
式
の
訓
読
語

で
、
日
本
語
の
時
間
的
な
推
移
に
従
っ
て
評
価
を
す
れ
ば
、
新
し
い
言
語
事

象
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う）
20
（

。
あ
る
時
代
に
存
在
す
る
保
守
的
な
言
語
規
範
を

逸
脱
し
て
こ
と
ば
が
変
化
す
る
と
言
っ
た
視
点
に
立
て
ば
、
角
筆
文
献
の
一

部
―
角
筆
文
献
の
質
の
問
題
で
あ
る
が
、
角
筆
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
保
守
的

な
言
語
事
象
の
文
献
も
存
す
る
―
に
現
れ
る
言
語
事
象
は
、「
狼
藉
本
」
の

言
語
事
象
に
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
時
代
の
言
語
規
範
を
逸
脱
し

た
、
歴
史
的
時
間
に
お
い
て
早
い
言
語
事
象
の
指
摘
は
、
ま
さ
に
、「
狼
藉

本
」
の
日
本
語
史
で
、
本
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
符
合
す
る
も
の
で
、
独

り
角
筆
文
献
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
平
安
時
代
に
関
し
て
、
角
筆
文
献
の

依
存
量
が
、
墨
書
等
の
「
狼
藉
本
」
を
凌
駕
し
て
い
る
と
の
反
論
が
予
想
さ

れ
る
が
、
仏
書
資
料
に
偏
り
が
ち
で
、
そ
の
仏
書
の
漢
文
訓
読
語
史
も
残
さ

れ
た
課
題
が
多
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

こ
こ
に
言
う
漢
籍
資
料
に
現
れ
る
「
狼
藉
本
」
と
の
評
価
や
概
念
が
、
仏

書
資
料
の
訓
読
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
存
在
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
訓
読

語
と
い
う
こ
と
ば
に
対
す
る
評
価
、
認
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の

か
。
仏
書
に
お
い
て
は
、
漢
籍
ほ
ど
の
形
式
的
束
縛
が
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
節
も
あ
っ
て）
21
（

、
具
体
的
な
資
料
に
現
れ
た
こ
と
ば
の
形
式
を
捉

え
て
の
歴
史
解
明
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

七
、
三 

千
院
蔵
古
文
孝
経
に
お
け
る
助
字
訓
読
法
の
再
点
検

―
不
読
符
に
つ
い
て
―

　

漢
文
訓
読
語
に
お
い
て
、
中
国
語
文
た
る
漢
文
と
そ
れ
を
訓
読
し
た
日
本

語
と
の
言
語
の
特
徴
的
な
差
を
求
め
よ
う
と
す
る
時
、
実
に
単
純
な
方
法
で

あ
る
が
、
例
え
ば
算
数
的
差
し
引
き
に
よ
っ
て
そ
の
特
徴
の
一
端
が
指
摘
さ

れ
る
。
日
本
語
特
有
と
判
断
さ
れ
る
要
素
の
一
部
は
、
端
的
に
は
、
訓
点
の

読
添
語
と
し
て
現
れ
る
。
助
詞
類
を
始
め
と
し
て
、
漢
文
に
対
応
の
漢
字
が

な
い
訓
読
語
要
素
で
あ
る
。
逆
に
、
中
国
語
た
る
漢
文
に
特
有
の
要
素
の
一

つ
と
は
、
不
読
さ
れ
て
日
本
語
が
与
え
ら
れ
な
い
漢
文
の
要
素
で
あ
る
。
訓

読
語
と
漢
文
と
の
差
に
立
ち
入
っ
て
行
け
ば
、
こ
れ
ら
以
外
の
言
語
事
象
―

例
え
ば
、
語
序
の
問
題
や
語
彙
論
意
味
論
的
な
差
―
も
言
語
差
と
し
て
記
述

で
き
よ
う
が
、
後
者
の
不
読
字
に
つ
い
て
は
、
確
度
の
問
題
と
し
て
訓
点
資

料
に
お
い
て
有
標
で
あ
る
か
否
か
が
問
わ
れ
る
。
不
読
符
は
、
端
的
に
該
当
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七

字
が
不
読
で
あ
る
有
標
記
号
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
に
は
、
不
読
符
が
あ
っ
て
著
名
で
あ

る
。
不
読
符
は
、
高
山
寺
本
論
語
清
原
本
鎌
倉
初
期
点
に
も
存
し
て
、
論

語
、
孝
経
と
言
う
童
蒙
の
漢
文
訓
読
学
習
テ
キ
ス
ト
に
現
れ
て
い
る
。
不
読

符
と
言
う
符
号
が
、
童
蒙
教
育
の
場
に
現
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
を

推
定
し
た
こ
と
が
あ
る）
22
（

が
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
に
は
、
具
体
的
に
は
、
以

下
の
よ
う
な
不
読
符
が
現
れ
る
。

　

1
、
孝
経
は
﹇
者
﹈
何
ソそ

﹇
也┃
﹈（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
2
・
孔
安
国
序
）

の
如
く
、
不
読
漢
字
の
左
傍
に
「
━
」
を
付
し
て
不
読
を
表
示
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、

　

2
、 

是コ
ヽ
ヲ
モ

＿

以
テ
夫
―

子（
上
）・﹇
於
﹈
間（
上
）―
居（
平
輕
）シ
テ
而
（
し
）
て
歎ナ
ケ

（
訓
）（
き
）
て
古
ノ
﹇
之
﹈
孝
―

道
一

を
述
二

フ
﹇
也┃
﹈。

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
9
・
孔
安
国
序
）

の
不
読
符
表
示
が
あ
っ
て
、
文
末
の
「
也
」
字
に
は
、
例
1
と
同
様
の

「
━
」
の
不
読
符
と
同
時
に
、「
也
」
字
の
中
央
に
「
ヽ
」
の
不
読
符
が
存

す
る
。
ま
た
、
大
振
り
の
「
●
」
を
不
読
字
中
央
ま
た
は
右
寄
り
に
付
し
た

も
の
も
あ
る
。

　

三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
に
お
け
る
不
読
符
の
出
現
は
、
以
下
の

よ
う
な
字
種
に
加
点
さ
れ
て
出
現
す
る
が
、
各
助
字
に
つ
い
て
の
記
述
を
行

い
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
に
お
け
る
不
読
符
に
よ
る
有
標
で
の
明

示
の
背
景
を
論
じ
て
み
た
い
。

　
　

〈
文
末
の
也
〉

　

文
末
の
助
字
「
也
」
に
対
す
る
不
読
符
の
明
示
は
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経

建
治
三
年
点
の
ほ
ぼ
全
巻
に
わ
た
っ
て
夥
し
い
数
に
登
る
。
孔
安
国
序
文
の

み
な
ら
ず
、
本
文
の
正
文
、
注
文
に
認
め
ら
れ
る
が
、「
應
感
章
十
七
」

（
336
）
以
降
に
は
「
也
」
字
に
限
ら
ず
不
読
符
自
体
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　

不
読
符
の
使
用
が
後
半
減
少
し
て
い
る
「
也
」
字
は
、

　

3
、
慶（
去
）は
善（
去
）﹇
也┃

﹈。 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
109
・
孔
安
国
注
）

　

4
、
君
子
は
從シ
タ
カ

ハ
弗ス

﹇
也┃

﹈。 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
264
・
正
文
）

な
ど
と
し
て
不
読
符
が
付
さ
れ
て
い
る
。
孔
安
国
序
文
、
孔
安
国
注
文
、
古

文
孝
経
正
文
に
は
、
こ
の
「
也
」
字
に
対
し
て
の
仮
名
点
の
加
点
が
認
め
ら

れ
な
い
が
、
こ
の
「
也
」
字
は
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
本
文
を
離
れ
て
、

本
文
に
添
え
ら
れ
た
注
記
の
中
に
も
出
現
す
る
例
が
あ
る
。
孔
安
国
の
古
文

孝
経
序
文
は
、
本
邦
の
鈔
本
に
お
い
て
異
文
が
存
し
た
よ
う
で
、
そ
の
異
同

の
注
記
が
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
序
文
に
は
頻
り
に
出
現
す
る
。
そ
う
し
た

校
異
の
注
記
の
中
に
以
下
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。

　

5
、
達
―

者
七
―

十
―

有
―

二（
上
濁
）な
り也

◦ナ
リ
點
本
（
也
字
に
不
読
符
）。

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
10
・
孔
安
国
序
）

こ
の
書
入
は
、
孔
安
国
序
文
を
他
本
と
比
校
し
て
点
本
に
は
、「
也
」
字
が

存
す
る
異
同
が
有
っ
た
と
す
る
校
合
書
入
で
あ
る
が
、
書
入
の
「
也
」
字
に

は
、「
ナ
リ
」
と
の
付
訓
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
は
、
こ
の

三
千
院
本
古
文
孝
経
の
校
合
が
な
さ
れ
た
時
期
に
は
、「
也
」
字
と
「
ナ

リ
」
訓
と
は
極
め
て
緊
密
な
関
係
に
有
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
注
記
の
際
に
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八

そ
う
し
た
「
也
」
と
和
語
「
ナ
リ
」
と
が
一
条
の
注
の
中
に
対
応
関
係
を
明

示
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
更
に
言
え
ば
、
こ
の
書
入
注
の
「
也
」
字
に
は
、

小
さ
く
不
読
符
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
也ナ
リ

」
の
表
示
は
、
か
な
り
の
確

度
で
「
名
詞
＋
也
」
の
構
文
の
「
也
」
字
を
直
読
さ
れ
た
一
般
的
可
能
性
を

示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
加
点
過
程
―
童

蒙
金
王
丸
の
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
訓
読
の
学
習
の
時
間
軸
の
推
移
展
開
と

言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
―
に
お
い
て
、
金
王
丸
（
あ
る
い
は
、
金
王
丸
の
教
授

者
）
の
字
訓
認
識
の
内
に
、「
也
」
字
と
和
語
「
な
り
」
の
結
び
つ
き
が
強

固
な
も
の
で
存
在
し
、
実
際
の
文
章
を
「
也
」
と
し
て
直
読
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
認
識
を
清
原
家
の
証
本
な
ど
を

根
拠
に
博
士
家
の
「
権
威
的
」「
規
範
的
」
な
古
文
孝
経
訓
読
法
に
改
め
る

べ
く
学
習
し
た
過
程
が
紙
面
に
残
っ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
也
」
字
に
不
読
符
が
頻
出
す
る
の
も
こ
れ
を
裏

付
け
る
現
象
で
あ
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。
文
末
の
「
也
」
字
の
訓
読
が
不

読
、
直
読
、
両
様
に
揺
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、「
確
実

性
」
を
問
題
と
し
て
厳
密
に
記
せ
ば
、
書
入
注
に
は
「
也ナ
リ

」
が
存
す
る
が
、

本
文
の
「
也
」
字
に
あ
る
訓
点
記
号
類
は
、
有
標
と
し
て
確
実
に
不
読
符
が

加
点
さ
れ
る
も
の
の
直
接
に
仮
名
を
振
っ
た
例
は
存
在
し
て
い
な
い
の
が
実

状
で
あ
る
。

　
　
　

〈
文
末
の
之
〉

　

三
千
院
蔵
古
文
孝
経
中
に
、
不
読
符
の
加
点
の
多
い
助
字
に
、
漢
文
文
末

に
現
れ
て
モ
ダ
リ
テ
ィ
表
現
に
関
わ
る
「
之
」
字
が
存
す
る
。

　

5
、 

遂
に
集ア

メ
て
﹇
而
﹈
録シ
ル

ス
﹇
之┃

﹈。

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
15
・
孔
安
国
序
）

の
如
き
例
で
、
先
学
は
、
こ
う
し
た
不
読
訓
法
を
も
っ
て
、
漢
籍
訓
読
語
の

特
徴
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
事
例
で
あ
る）
23
（

。
し
か
し
、
右
の
「
也
」
の

場
合
に
比
較
し
て
、
当
時
の
訓
読
者
の
規
範
観
念
を
今
措
い
て
、
共
時
的
に

確
度
高
く
明
確
な
有
標
で
の
複
数
の
対
立
す
る
訓
読
法
が
並
存
す
る
。
三
千

院
蔵
古
文
孝
経
に
は
、

　

6
、
々
（
光
）
甚
好む
レ

ム

之┃

。 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
27
・
孔
安
国
序
）

と
し
た
例
が
あ
っ
て
、
文
末
の
「
之
」
字
に
は
、
不
読
符
の
加
点
と
、
異
読

と
し
て
「
好
」
字
に
返
読
す
る
レ
点
の
加
点
が
あ
る
。
こ
の
レ
点
の
加
点

は
、「
之
」
字
を
代
名
詞
と
し
て
訓
読
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
は
明
確

で
あ
る
。

　

7
、 

故に

・
諸の
＿

國
・
往ト
コ
ロ
〳
〵
に

―

　々

有
レ

リ

之┃

。

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
40
・
孔
安
国
序
）

こ
の
例
も
、
レ
点
は
「
之
」
の
代
名
詞
で
の
訓
読
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
し
、
不
読
符
は
、
文
末
の
助
字
「
之
」
字
の
不
読
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

こ
の
文
末
の
「
之
」
の
不
読
、
直
読
両
様
も
、
実
際
に
同
一
本
文
に
相
矛

盾
す
る
訓
点
が
付
さ
れ
て
明
確
に
異
読
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
異

な
っ
た
訓
読
は
、
漢
籍
で
あ
る
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
加
点
時
、
即
ち
建
治

三
年
（
一
二
七
七
）
前
後
頃
に
、
共
時
的
に
並
存
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
異
訓
読
が
共
に
漢
文
の
本
文
に
対
し
て
有
標
に
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
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九

あ
る
。
先
に
断
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
す
が
、
こ
の
並
存
の
異
訓
読
は
当
時
の

人
々
の
漢
籍
読
み
と
し
て
相
応
し
い
と
か
間
違
い
で
あ
る
と
か
、
二
見
に
及

ぶ
価
値
観
念
と
は
、
今
、
切
り
離
し
て
記
述
し
て
い
る
こ
と
を
再
度
断
っ
て

お
く
。「
確
実
性
」
の
問
題
と
し
て
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
頃
に
、
古
文
孝

経
と
い
う
漢
籍
の
訓
読
に
お
い
て
文
末
の
「
之
」
の
字
を
代
名
詞
と
し
て
直

読
す
る
の
か
、
文
末
助
字
と
し
て
不
読
に
す
る
の
か
と
言
う
対
立
は
、
事
実

と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
語
史
と
し
て
の
漢
文
訓
読
語

史
を
そ
う
し
た
多
様
性
の
中
で
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

即
ち
、
右
の
よ
う
に
、
文
末
の
「
也
」
も
文
末
の
「
之
」
も
、
漢
籍
で
あ

る
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
内
部
に
、
直
読
、
不
読
の
両
様
の
訓
読
が
併
存
し
て

い
て
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
時
代
に
、
直
読
と
不
読
と
い
う
相
矛
盾
す
る
訓

読
法
が
共
存
し
た
と
考
え
る
の
が
加
点
資
料
の
実
際
の
様
態
か
ら
の
記
述
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
に
関
わ
っ
た
訓
読
主
体
は
、
漢
文
白

文
に
対
し
て
、
右
の
二
字
を
直
読
に
も
、
不
読
に
も
読
め
た
訳
で
あ
る
か

ら
、
我
々
の
純
粋
な
客
観
的
記
述
は
、
白
文
に
対
し
て
不
読
・
直
読
の
ど
ち

ら
が
現
れ
る
の
か
は
、
訓
読
者
が
古
文
孝
経
の
漢
文
に
接
し
て
、
初
め
て
直

読
ま
た
は
不
読
が
現
れ
る
と
言
う
こ
と
に
な
る
と
言
う
、
漢
文
に
対
す
る
訓

読
者
の
介
入
の
時
点
で
選
択
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

即
ち
、
当
時
の
訓
読
語
は
、
不
読
半
ば

0

0

0

0

、
直
読
半
ば
の
確
率

0

0

0

0

0

0

0

で
の
存
在
で
、

白
文
の
訓
読
時
―
あ
る
い
は
、
加
点
時
―
に
不
読
・
直
読
の
ど
ち
ら
か
が
選

択
さ
れ
て
出
現
す
る
日
本
語
史
上
の
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
当
時
、「
狼
藉
本
」
と
か
「
証
本
」
と
か
の
史
料
に
対
す
る
価
値
評
価

が
生
じ
る
背
景
に
は
、「
狼
藉
本
」
に
現
れ
て
い
る
言
語
事
象
も
、
現
実
問

題
と
し
て
実
現
さ
れ
る
時
代
状
況
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　

〈
文
中
の
之
〉

　

文
中
の
「
之
」
字
に
は
、

　

8
、 

是コ
ヽ
ヲ
モ

＿

以
テ
夫
―

子（
上
）・﹇
於
﹈
間（
上
）―
居（
平
輕
）シ
テ
而
（
し
）
て
歎ナ
ケ

（
訓
）（
き
）
て
古
ノ
﹇
之
﹈
孝
―

道
一

を
述
二

フ
﹇
也┃

﹈。

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
9
・
孔
安
国
序
）

右
の
例
8
の
文
中
例
「
古
ノ
﹇
之
﹈
孝
―
道
」
は
、
文
中
の
連
体
機
能
を
表

示
し
た
「
之
」
字
の
直
前
の
「
古
」
字
に
仮
名
「
ノ
」
の
加
点
が
あ
っ
て
、

不
読
で
あ
る
こ
と
が
有
標
で
明
示
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
が
、
実
際
に
、
文

中
の
「
之
」
字
に
不
読
符
を
加
点
し
た
例
が
存
す
る
が
、
文
末
助
字
「
也
」

や
文
末
助
字
「
之
」
の
よ
う
に
は
多
出
し
な
い
。

　

9
、 

子
―

遊イ
フ（
人
名
）

（
平
）

・
武（
上
濁
）―
城（
平
）の
﹇
之┃

﹈
宰（
上
）一
と
爲シ
二

て
絃（
平
）―

歌（
上
）一
を
作ツ
ク

二

て 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
53
・
孔
安
国
序
）

右
の
例
9
に
は
、「
━
」
の
不
読
符
が
確
認
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
問
題
な
の
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
文
中
の
「
之
」
字
の
直
読
例

も
各
所
に
見
出
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

10
、 

叔
―

孫
―

氏
之ノ

門
一

よ
り
出
二

た
り
。

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
43
・
孔
安
国
序
）

　

こ
れ
ら
の
不
読
字
に
対
す
る
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
に
お
け
る
不
読
符
の
出

現
、
非
出
現
に
は
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
訓
読
者
の
、
こ
う
し
た
構
文
に

お
け
る
助
字
に
対
す
る
訓
読
の
認
識
、
即
ち
、
こ
の
文
中
の
「
之
」
字
の
不
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十

読
、
直
読
の
背
後
に
は
、
連
体
を
示
す
「
之
」
字
が
、
訓
読
者
に
お
い
て
特

定
の
和
語
、
和
訓
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
和
訓
と

疎
遠
で
あ
っ
て
不
読
と
す
べ
き
か
と
い
う
認
識
が
横
た
わ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

こ
の
連
体
を
表
示
す
る
文
中
の
「
之
」
に
は
、
例
9
の
よ
う
に
不
読
符
が

明
示
さ
れ
て
、
不
読
の
有
標
の
訓
点
が
存
す
る
が
、
非
常
に
例
外
的
で
、
文

末
の
「
之
」
字
に
対
し
て
付
さ
れ
る
夥
し
い
不
読
符
と
は
様
相
を
異
に
し
て

い
る
。
文
中
の
「
之
」
は
、
例
10
の
ご
と
き
直
読
例
と
と
も
に
、

　

11
、
吾
か
・
先
―

君
・
孔
―

子（
上
濁
）之
世
一

に
當
二

（
り
）
て　

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
5
・
孔
安
国
序
）

　

12
、
漢
ノ
建（
去
）―
元（
平
濁
）之
初
一

に
興お
二

レ
ル
ニ
至
三

テて

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
19
・
孔
安
国
序
）

と
の
加
点
例
が
屢
々
見
ら
れ
て
、「
之
」
自
体
に
は
加
点
が
な
い
が
、
一
方

で
「
之
」
字
の
上
接
の
名
詞
に
、
仮
名
点
の
「
ノ
」
も
な
い
し
、
ヲ
コ
ト
点

「
の
」
も
加
点
さ
れ
な
い
例
が
頻
出
す
る
。
こ
の
例
11
・
12
が
如
何
に
訓
読

さ
れ
た
か
の
議
論
に
は
、
他
所
に
不
読
例
の
確
例
が
存
す
る
と
と
も
に
、

「
之
」
の
直
読
例
の
確
例
も
存
す
る
の
が
実
状
で
、
可
能
性
は
両
様
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
に
お
け
る
文
中
の
「
之
」
は
、
不
読
、

直
読
、
共
に
同
等
の
可
能
性
の
あ
る
訓
読
が
な
さ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
前
の
文
末
の
「
之
」
字
の
如
く
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
に
お
け
る

文
中
の
「
之
」
字
の
訓
読
は
、
訓
読
者
が
白
文
の
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
に
関

与
し
て
訓
読
す
る
時
点
で
、
直
読
と
実
現
さ
れ
る
か
、
不
読
と
し
て
実
現
さ

れ
る
か
の
選
択
が
可
能
で
あ
っ
た
の
が
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
共
時
的
な
訓

読
語
の
実
態
で
あ
っ
た
と
認
め
て
お
き
た
い
し
、
そ
う
し
た
揺
れ
、
あ
る
い

は
幅
が
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
訓
読
語
を
取
り
巻
く
漢
文
訓
読
語
史
上
の
位

置
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
右
に
取
り
上
げ
た
文
末
の
「
之
」
字
も
、
文
中
の
「
之
」
字
も
、

三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
訓
読
語
に
お
い
て
は
、
直
読
と
さ
れ
る
字
で
あ
る
と

同
時
に
、
不
読
字
で
も
あ
っ
た
。
漢
文
訓
読
語
史
に
お
い
て
三
千
院
蔵
古
文

孝
経
と
言
う
資
料
は
、「
之
」
字
の
訓
読
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
直
読
・

不
読
を
同
時
に
持
つ
性
格
の
史
料
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う）
24
（

。

　
　
　

〈
文
中
の
而
〉

　

文
中
の
「
而
」
字
に
は
、

　

13
、 

於コ
ヽ
・
コ
ヽ

＿

是
に
・
曽
―

子
喟ク
ヰ（
去
）―
然（
平
濁
）トと

シ
テて

﹇
イ
、
喟
然
ト
ナ
ケ
キ

テ
﹈﹇
而┃

﹈
孝
﹇
之
﹈
大（
音
）タ（
マ
マ
）ル

爲
コこ

と

を
ト
ヲ
知
ヌぬ

﹇
也┃

﹈。（
三
千

院
蔵
古
文
孝
経
15
・
孔
安
国
序
）

の
如
く
、
不
読
符
が
付
さ
れ
て
、
不
読
の
確
例
が
あ
る
一
方
で
、
文
中
の

「
而
」
も
、
漢
文
の
同
一
箇
所
で
の
不
読
・
直
読
の
揺
れ
が
認
め
ら
れ
て
、

　

14
、 

武（
上
濁
）―
城（
平
經
）・
下カ
（
上
）―
色（
入
經
）ナ
レ
ト
モ
﹇
而┃

﹈﹇
イ
、
而

モ
﹈
猶
ヲ
化
す
る
に
﹇
之┃

﹈
樂（
入
濁
）を
以
（
て
）
す
（
三
千
院
蔵

古
文
孝
経
53
・
孔
安
国
序
）

の
如
く
に
出
現
し
て
い
る
。

　
　
　

〈
文
中
の
於
〉

　

助
字
「
於
」
の
文
中
例
も
、
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15
、 

故
に
・
忠（
音
）・
君（
レ
点
）於（
に
）（

レ
点
）﹇
イ
、﹇
於
﹈
君
ニ
﹈
移（
レ
点
）すル

可
し 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
352
・
正
文
）

の
例
が
存
す
る
。
助
字
「
於
」
が
、「
君
」
字
か
ら
の
返
り
点
で
直
読
さ
れ

て
訓
読
さ
れ
た
例
と
、「
君
」
字
に
読
添
語
「
ニ
」
の
加
点
が
あ
っ
て
「
於
」

字
が
不
読
さ
れ
た
例
が
同
一
正
文
箇
所
に
併
記
さ
れ
て
訓
読
が
揺
れ
て
い
る

実
態
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
も
、
文
末
の
「
也
」、
文
中
・
文
末
の
「
之
」
と
同
様
に
、

三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
訓
読
語
が
訓
点
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
時
代
に
は
、

直
読
・
不
読
の
両
方
が
出
現
す
る
可
能
性
の
確
率
を
持
っ
て
い
た
時
代
で
あ

る
と
記
述
し
、
そ
の
史
料
性
を
位
置
づ
け
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

八
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
に
お
け
る
そ
の
他
の
助
字

　

三
千
院
蔵
古
文
孝
経
に
認
め
ら
れ
る
右
以
外
の
助
字
の
訓
読
に
つ
い
て
触

れ
て
お
く
。
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
に
お
け
る
文
末
の
助
字
に
は
、
下
記
の
如

き
も
の
が
存
し
て
、
不
読
符
が
付
さ
れ
て
い
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　

〈
文
末
の
焉
〉

　

16
、 

侍（
去
）―
坐（
去
）一
ス
ル
ニに

因
二

テ
﹇
而
﹈
諮シ（
平
）―
問（
去
）ス
﹇
焉┃

﹈。

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
15
・
孔
安
国
序
）

　
　
　

〈
文
末
の
烏
（
焉
）〉

　

17
、 

吾レ

傳（
去
）を
爲ツ
ク

ル
コ
ト
﹇
イ
、
爲
（
る
）
＼
ト
キ
ニ
﹈
皆
﹇
之┃

﹈﹇
イ
、

之
ニ
﹈
從
シ
タ
カ

ハ
弗ス

﹇
烏┃

﹈﹇
也┃

﹈

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
67
・
孔
安
国
序
）

こ
れ
ら
の
文
末
助
字
は
、
不
読
符
の
加
点
が
な
い
例
も
あ
る
が
、
殆
ど
の
用

例
を
不
読
と
判
断
し
て
矛
盾
は
な
い
。
た
だ
し
、

　

18
、 

績（
入
經
）・
焉コ

レ
一

よヨ

りリ

大
二

な
るル

は
莫
シ
。

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
253
・
正
文
）

の
如
く
に
「
焉
」
字
の
直
読
例
が
正
文
に
二
例
、
注
文
に
二
例
認
め
ら
れ

る
。
前
節
の
場
合
と
異
な
り
、
こ
の
同
一
箇
所
で
の
直
読
・
不
読
の
揺
れ
は

な
い
。

　
　
　

〈
文
末
の
矣
〉

　

次
の
文
末
助
字
「
矣
」
も
、

　

19
、 

其
（
の
）
説
一

爲た
二

る
コ
ト
ヲ
度ハ
カ

三

ル
に
・
誣シ
＿

ヒイ

タた

ルる

コこ

トと

亦
（
た
）

甚
シ
﹇
矣┃

﹈ 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
35
・
孔
安
国
序
）

こ
の
例
の
ご
と
く
「
矣
」
字
に
は
、
不
読
符
の
加
点
が
あ
っ
て
、
不
読
の
確

例
と
認
め
ら
れ
る
例
が
あ
る
一
方
、

　

20
、
孝
道
・
著
ア
ラ
ハ

レ
た
り
﹇
矣
﹈。（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
3
・
孔
安
国
序
）

と
し
た
不
読
例
に
不
読
符
の
付
さ
れ
な
い
例
も
存
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場

合
は
、「
著
」
字
に
仮
名
点
と
ヲ
コ
ト
点
の
加
点
が
あ
っ
て
、
平
叙
の
終
止

形
文
末
を
と
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
文
末
の
「
矣
」
は
不
読
と
認

め
て
よ
か
ろ
う
。「
矣
」
字
自
体
に
は
加
点
が
な
い
が
、
動
詞
「
著
」
の
加

点
状
況
が
、「
矣
」
字
不
読
の
有
標
の
根
拠
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の

「
矣
」
字
も
直
読
例
が
あ
っ
て
、

　

21
、 
子
曰
（
く
）
閨（
平
經
）―
門
之
内（
訓
）に
礼（
上
）を
具
ヘ
タ
ル
矣カ

ナ

﹇
乎
﹈

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
361
・
正
文
）
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と
し
た
「
矣
」
字
の
直
読
例
が
存
し
て
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
内
部
に
、

不
読
・
直
読
の
例
が
併
存
す
る
も
の
の
、
こ
の
正
文
は
他
と
は
異
な
り
複
合

文
末
助
字
で
、
こ
の
同
一
箇
所
に
お
い
て
不
読
・
直
読
が
並
立
し
て
い
る
訳

で
は
な
い
。

　

な
お
、
右
の
例
21
末
尾
に
現
れ
る
文
末
助
詞
「
乎
」
は
、
右
の
複
合
文
末

助
字
の
例
で
は
不
読
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
読
し
て
お
い
た
が
、
他
の
箇
所
に

お
い
て
は
、
単
字
の
文
末
用
法
で
は
、
仮
名
点
「
ヤ
」
か
、
ま
た
は
ヲ
コ
ト

点
「
や
」
が
加
点
さ
れ
て
直
読
さ
れ
る
。

　
　
　

〈
文
中
の
也
〉

　

22
、 

若
シ
・
其そ

無
（
き
）
と
き
は
﹇
也┃
﹈
則
（
ち
）
斯の
＿

道
・
滅
ホ
ロ
ヒ
＿

息

（
み
）
ヌ
。 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
4
・
孔
安
国
序
）

　
　
　

〈
文
中
の
矣
〉

　

23
、 

刑
―
傷（
平
經
）一
ス
ル
こ
と
無
二

（
け
れ
）
は
則
（
ち
）
其
レ
孝
一

ノ

﹇
乎
﹈
始め

と
爲ス
二

ル
所
三
＿

以ン

の
者
な
り
﹇
也
﹈。

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
86
・
孔
安
国
注
文
）

　

漢
文
中
に
出
現
す
る
用
例
数
は
少
な
い
も
の
の
、
右
の
文
中
の
「
也
」
や

「
矣
」
な
ど
は
、
不
読
に
さ
れ
て
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
内
部
で
の
揺
れ

が
な
い
。九

、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
に
お
け
る
「
則
」
字
の
訓
読

　

さ
て
問
題
は
、
右
に
用
例
を
示
し
た
如
く
、
不
読
符
が
不
読
字
の
全
て
に

付
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
第
七
節
の
「
文
末
の
也
」
の
項
目
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、
童
蒙
の
訓
読
教
育
の
達
成
に
従
っ
て
、
巻
尾
に
向
か
っ
て
次
第
に

そ
の
出
現
が
減
少
し
て
い
く
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
を
要
す

る
。
要
は
、
童
蒙
期
の
加
点
の
教
育
の
た
め
に
日
本
語
史
上
存
し
た
符
号
で

あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
不
読
字
の
学
習
を
終
え
、
不
読
字

へ
の
理
解
が
進
む
に
つ
れ
て
、
不
要
に
な
る
、
あ
る
い
は
、
訓
点
記
入
上
の

価
値
観
の
問
題
と
し
て
長
じ
て
は
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
符
号
で
あ
っ
た
ろ

う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
再
読
符
の
よ
う
な
も
の
が
存
し
て

も
良
い
訳
で
は
あ
る
が
、
再
読
の
場
合
は
、
仮
名
点
や
ヲ
コ
ト
点
の
加
点
に

よ
っ
て
、
再
読
で
あ
る
と
の
表
示
は
有
標
で
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
読

の
場
合
は
、
そ
の
不
読
字
自
体
に
認
識
の
確
実
な
レ
ベ
ル
に
於
い
て
加
点
す

る
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点
が
存
し
な
い
。
即
ち
、
訓
読
を
し
な
い
と
表
示
す
る
な

に
も
の
も
加
点
で
き
な
い
訳
で
あ
る
か
ら
、
童
蒙
の
教
育
の
時
期
に
お
い
て

の
み
「
不
読
で
あ
る
」
こ
と
を
確
実
に
示
す
た
め
の
符
号
と
し
て
日
本
語
史

上
に
存
在
し
た
と
解
釈
で
き
る
符
号
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
不
読
字

で
あ
る
の
に
、
不
読
符
を
付
さ
れ
な
い
も
の
も
存
す
る
こ
と
は
前
節
ま
で
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
有
標
か
、
無
標
か
の
落
差
に
は
、
そ
れ
な

り
の
言
語
事
象
に
関
す
る
訓
読
者
の
認
識
が
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ま
ず
、「
也
」
字
の
問
題
か
ら
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
文
末
の
「
也
」
字

に
は
、
多
く
の
不
読
符
が
確
認
さ
れ
た
。
文
末
の
「
之
」
の
字
に
も
、
不
読

符
の
加
点
が
頻
り
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
不
読
符
加
点
例
の
中
に
、

文
末
の
「
矣
」
字
な
ど
は
、
不
読
符
の
加
点
例
が
あ
る
も
の
の
、
む
し
ろ
無
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標
で
不
読
さ
れ
る
例
の
方
が
多
い
。
こ
の
差
は
、
学
習
者
で
あ
る
童
蒙
が
所

謂
「
誤
読
」
を
し
や
す
い
字
に
は
有
標
で
現
れ
や
す
い
と
み
る
こ
と
が
で
き

ま
い
か
。

　

以
下
に
は
、
文
中
の
「
則
」
字
の
例
を
取
り
上
げ
る
。
平
安
鎌
倉
時
代
の

漢
籍
訓
読
に
お
い
て
は
、「
則
」
字
は
、
文
中
に
あ
っ
て
は
、「
動
詞
＋
と
き

に
は
（
と
き
ん
ば
）
＋
﹇
則
﹈」
と
条
件
句
に
続
け
て
不
読
と
さ
れ
た
字
で

あ
る
と
さ
れ
る）
25
（

。
し
か
し
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
に
は
、
孔
安
国
序
文
・
古

文
孝
経
正
文
・
孝
経
孔
安
国
注
文
の
い
ず
れ
を
問
わ
ず
一
切
の
加
点
が
無

い
。
仮
名
点
も
加
点
さ
れ
な
い
し
、
ま
た
、
不
読
符
も
一
切
付
さ
れ
な
い
全

例
無
標
の
字
で
あ
る
。
こ
の
「
則
」
字
の
訓
読
が
問
題
と
な
る
。「
則
」
字

は
、

　

24
、 

使
―

者
の
魯
一

に
至
二

（
る
）
毎
三

に
・
輒
＼
タ
ヤ
ク
・
ス
ナ
ハ
チ

（
左
傍
「
則
也
」

書
入
）
人
―

事
を
以
て
請コ
ヒ

＿

索モ
ト

ム
。

 

（
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
29
・
孔
安
国
序
）

右
の
書
入
の
状
況
か
ら
は
、「
輒
」
字
を
「
則
也
」
注
が
存
す
る
こ
と
を
根

拠
に
、「
則
」
字
訓
で
読
む
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
則
」
字
に

対
し
て
は
、
当
時
、「
ス
ナ
ハ
チ
」
訓
の
結
び
付
き
が
基
底
に
あ
っ
た
と
認

め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
本
文
に
は
、
全
例
が
無
加
点
で
無
標
の

ま
ま
と
さ
れ
る
。

　

小
林
芳
規
博
士
は
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
漢
籍
の
訓
読
語
を
、
平
安
後
半
期

か
ら
鎌
倉
時
代
に
掛
け
て
は
、
訓
読
語
、
訓
読
法
の
伝
承
が
固
定
し
て
い
た

と
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の

「
則
」
字
が
総
て
無
標
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
不
読
・
直
読
の
可
能
性
が

割
合
と
し
て
相
半
ば
で
あ
る
と
見
る
こ
と
か
ら
出
発
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ

う
。

　

全
文
の
訓
読
文
を
作
成
す
る
場
合
、
現
代
の
研
究
者
の
他
資
料
の
様
態
、

時
代
な
ど
の
視
点
か
ら
経
験
的
観
察
・
帰
納
の
認
識
に
よ
っ
て
不
読
か
、
直

読
か
が
選
ば
れ
て
訓
読
文
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
現
時
点
で
三
千
院

蔵
古
文
孝
経
の
総
ル
ビ
の
―
実
際
に
は
総
ル
ビ
で
な
く
と
も
―
訓
読
文
を
作

成
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
則
」
字
は
、
観
察
者
（
現
代
の
訓
読
文
の
作

成
主
体
）
26
（

）
の
観
察
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
か
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

例
え
ば
、
従
来
の
研
究
上
の
方
法
と
し
て
は
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
以
外

の
訓
点
資
料
の
訓
読
法
に
根
拠
を
求
め
て
定
め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
行
わ
れ

て
き
た
。
例
え
ば
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
訓
読
文
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
文
中
の
「
則
」
字
の
訓
読
に
つ
い
て
補
注
な
ど
の
詳
細
な
注
釈
を
行

お
う
と
す
る
よ
う
な
営
為
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料

で
あ
る
高
山
寺
本
論
語
は
、
総
ル
ビ
で
の
訓
読
文
が
公
に
さ
れ
て
い
て
、
清

原
本
と
中
原
本
に
つ
い
て
の
文
中
の
「
則
」
字
の
訓
読
が
総
ル
ビ
で
再
構
成

さ
れ
て
い
る）
27
（

。
こ
の
高
山
寺
本
論
語
の
訓
読
文
を
注
釈
の
た
め
の
用
例
に
取

れ
ば
、
高
山
寺
本
論
語
清
原
本
で
は
、
文
中
の
「
則
」
字
に
は
、
仮
名
点
の

加
点
が
有
標
で
付
さ
れ
て
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
直
読
さ
れ
る
。
高
山
寺
本
論
語

中
原
本
に
お
い
て
は
、
総
ル
ビ
で
作
成
さ
れ
た
訓
読
文
で
は
不
読
と
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
実
際
に
は
高
山
寺
本
論
語
中
原
本
に
は
、「
則
」
字
に
加
点

が
な
く
、
無
標
で
あ
る
。
こ
う
し
た
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
加
点
資
料
の
実
例
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四

を
根
拠
と
し
て
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
文
中
の
「
則
」
字
の
訓
読
法
を
定

め
よ
う
と
し
て
も
、
直
読
す
る
も
、
不
読
と
す
る
も
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経

に
無
標
の
「
則
」
字
の
訓
読
は
、
確
率
上
の
問
題
で
し
か
な
い
こ
と
が
理
解

さ
れ
よ
う
。

　

掛
か
る
問
題
は
、
訓
点
資
料
の
資
料
的
評
価
の
問
題
に
深
く
関
わ
っ
て
、

漢
文
訓
読
語
史
の
史
観
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
等
閑
に
は
で

き
な
い
が
、
確
実
性
の
問
題
か
ら
、
一
形
態
の
訓
読
法
に
収
束
す
る
こ
と
は

無
意
味
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
一
形
態
の
訓
読
法
に
収
束
す
る
こ
と

を
追
い
求
め
て
み
る
必
要
性
は
あ
ろ
う
が
、
時
代
時
代
の
漢
文
訓
読
語
の
様

態
を
記
述
し
、
そ
の
歴
史
を
求
め
よ
う
と
す
る
時
、
従
来
の
よ
う
な
、
総
て

の
要
素
に
お
い
て
融
通
の
利
か
ぬ
一
種
類
の
み
の
解
答
を
求
め
る
の
で
は
な

く
て
、
可
能
性
の
群
れ
、
集
合
体
を
求
め
記
述
す
る
道
が
あ
っ
て
も
良
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

則
ち
、
稿
者
が
考
え
て
い
る
漢
文
訓
読
語
史
は
、
こ
の
節
に
問
題
に
し
た

三
千
院
蔵
古
文
孝
経
に
お
け
る
文
中
の
「
則
」
字
の
訓
読
を
例
に
取
れ
ば
、

訓
読
法
の
可
能
性
と
し
て
は
、
不
読
と
直
読
「
ス
ナ
ハ
チ
」
の
二
形
態
の
集

合
―
訓
読
要
素
の
実
現
可
能
な
許
容
範
囲
と
言
っ
て
も
良
い
―
が
可
能
性
と

し
て
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
捉
え
方
に
よ
っ
て
時
代
時
代
の
集
合
の
要
素

の
増
減
、
出
入
り
が
あ
る
か
ど
う
か
の
歴
史
を
描
い
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
更
に
は
、
集
合
の
要
素
が
多
い
場
合
に
は
、
そ
の
集
合
の
要
素

要
素
の
実
現
可
能
性
の
確
率
を
求
め
て
、
そ
の
変
数
の
歴
史
を
描
い
て
み
る

こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、「
訓
点
資
料
の
日
本
語
史
料
と
し
て
の
評
価
（
上
）」（『
広
島
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
七
三
号
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
）
を
承

け
て
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
点
を
中
心
に
、
具
体
的
な
訓
点
資
料

の
評
価
を
行
っ
た
試
論
で
あ
る
。

　

稿
者
の
研
究
の
基
本
的
立
場
が
、「
日
本
的
実
存
主
義
」
に
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
が
、
具
体
的
に
訓
点
資
料
の
訓
読
語
に
即
し
て
言
え
ば
、
当
時
の

加
点
者
の
持
つ
価
値
観
の
存
在
前
提
の
更
に
前
の
、
言
語
事
象
の
素
の
現
実

存
在
そ
の
も
の
か
ら
研
究
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
三
千
院

蔵
古
文
孝
経
の
奥
書
に
明
示
さ
れ
た
如
く
、
当
時
の
漢
籍
の
訓
点
資
料
に
対

し
て
、「
狼
藉
本
」「
証
本
」
の
評
価
語
彙
が
存
在
し
た
。
こ
の
用
語
の
意
味

に
は
、「
狼
藉
本
」
＝
否
定
的
な
評
価
、「
証
本
」
＝
肯
定
的
な
評
価
が
含
意

さ
れ
て
い
る
。
漢
文
訓
読
語
史
研
究
の
基
礎
学
と
し
て
の
研
究
の
出
発
点

を
、
こ
の
「
正
否
」「
善
悪
」「
好
悪
」
な
ど
の
二
見
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
成
立

す
る
前
の
段
階
に
置
い
て
、
総
て
の
訓
読
語
要
素
を
等
価
に
捉
え
て
用
例
を

収
集
し
、
訓
読
語
の
歴
史
を
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
方
法
の
提
示
で
あ
る
。

　

三
千
院
蔵
古
文
孝
経
の
訓
読
語
に
付
随
し
た
価
値
判
断
は
、
こ
の
よ
う

な
、
謂
わ
ば
、
混
沌
と
し
た
現
実
存
在
の
訓
読
語
の
要
素
に
、
価
値
を
付
し

て
選
択
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
存
し
て
、
不
読
符
の
存
在
が
意
味
を
持

つ
。
清
原
家
の
頼
業
・
良
業
の
相
伝
系
統
の
訓
読
語
を
「
証
本
」
の
訓
読
語

と
位
置
づ
け
て
価
値
を
置
い
た
の
は
、
ま
さ
に
、
訓
読
語
に
対
す
る
価
値
評
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価
の
歴
史
の
な
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
訓
読
語
の
変
化
は
、
こ
の
価
値
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
を
破
壊
転
換
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
生
じ
た
訳
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の

変
化
・
変
遷
を
論
じ
る
に
は
、「
日
本
的
実
存
主
義
」
の
立
場
を
取
る
べ
き

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
理
解
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

訓
読
語
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
価
値
の
二
見
に
及
ば
ざ
る
先
の
用
例
を

収
集
し
て
、
訓
読
語
要
素
の
集
合
体
の
状
況
を
、「
確
率
」
的
な
発
想
を

も
っ
て
行
っ
て
み
る
試
み
を
示
し
て
み
た
。
か
か
る
訓
読
語
の
記
述
方
法

は
、
稿
者
の
独
創
で
は
な
い
。
量
子
力
学
に
お
い
て
、
素
粒
子
の
性
質
に
関

す
る
多
く
の
実
験
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
光
子
の
二
重
ス
リ
ッ
ト
の
実
験

は
、
そ
の
中
で
も
著
名
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
光
を
二
重
ス
リ
ッ
ト
を
通

し
て
壁
面
に
像
を
結
ば
せ
る
と
、
干
渉
縞
が
現
れ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で

あ
る
が
、
二
重
ス
リ
ッ
ト
の
通
過
を
、
光
子
一
つ
一
つ
順
次
通
過
さ
せ
て
壁

面
に
像
を
結
ば
せ
て
も
、
一
々
の
光
子
の
集
積
が
、
干
渉
縞
を
作
り
出
す
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
光
子
や
電
子
な
ど
の
素
粒
子
は
、
粒
子
と
し

て
粒
の
性
質
を
持
ち
な
が
ら
も
、
同
時
に
、
波
動
と
し
て
も
存
在
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
粒
で
あ
り
な
が
ら
波
で
あ
る
素
粒

子
が
、
粒
の
性
質
を
示
す
の
か
、
波
の
性
質
を
示
す
の
か
は
、
観
察
者
の
介

在
に
よ
っ
て
初
め
て
決
定
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。

　

量
子
力
学
に
お
け
る
著
名
な
思
考
実
験
の
一
つ
に
、「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン

ガ
ー
の
猫
」
と
言
わ
れ
る
思
考
実
験
が
存
す
る
。
思
考
実
験
の
装
置
と
し
て

は
、
閉
ざ
さ
れ
た
箱
の
中
に
、
猫
を
一
匹
入
れ
て
、
放
射
性
ラ
ジ
ウ
ム
と
放

射
線
カ
ウ
ン
タ
ー
と
そ
れ
に
連
動
し
た
青
酸
ガ
ス
の
発
生
装
置
を
入
れ
て
お

く
。
放
射
性
ラ
ジ
ウ
ム
が
α
崩
壊
を
起
こ
し
て
、
α
線
を
出
し
、
そ
れ
を
放

射
線
カ
ウ
ン
タ
ー
が
感
知
す
れ
ば
青
酸
ガ
ス
が
発
生
す
る
。
青
酸
ガ
ス
が
発

生
す
る
と
閉
鎖
さ
れ
た
箱
の
中
の
猫
が
死
に
至
る
と
い
う
系
装
置
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
放
射
性
ラ
ジ
ウ
ム
の
α
崩
壊
が
い
つ
起
こ
る
の
か
は
分
か
ら
な

い
。
時
間
を
お
い
て
観
察
者
が
、
蓋
を
開
け
て
初
め
て
猫
の
生
死
が
判
明
す

る
。
観
察
者
が
観
察
し
た
時
点
で
猫
の
生
死
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

蓋
を
開
け
る
ま
で
は
、
猫
の
生
死
は
、
確
率
と
し
て
生
50
％
、
死
50
％
で
あ

る
。
表
現
を
変
え
れ
ば
、
観
察
者
の
介
入
が
あ
る
ま
で
は
、
猫
は
生
き
て
い

る
が
、
死
ん
で
も
い
る
状
態
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
表
現
に

従
え
ば
、
観
察
者
の
介
入
が
あ
る
ま
で
は
、
理
論
的
に
は
、「
生
死
」
の
二

見
が
成
立
す
る
以
前
の
状
況
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
思
考
実
験
系
に
対
応
し
て
、
漢
文
訓
読
語
史
の
場
合
は
、
漢
文
の
同

一
箇
所
に
対
し
て
、
あ
る
時
代
に
ど
れ
だ
け
の
表
現
が
成
立
す
る
可
能
性
が

あ
る
の
か
の
集
合
を
求
め
て
、
そ
の
中
の
一
要
素
が
成
立
す
る
可
能
性
を
、

確
率
の
変
数
と
し
て
記
述
し
て
、
そ
の
歴
史
を
求
め
れ
ば
、
極
め
て
寛
や
か

で
硬
直
し
て
い
な
い
漢
文
訓
読
語
史
が
描
け
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
基
礎
学
と
し
て
の
研
究
態
度
と
方
法
を
支
え
る
た
め

に
、
従
来
か
ら
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
訓
点
資
料
を
含
め
て
、
訓
点
資
料
の

日
本
語
史
料
と
し
て
の
評
価
を
改
め
て
見
直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
言
う
の

が
、
本
稿
の
主
た
る
主
張
で
あ
る
。



 44 訓点資料の日本語史料としての評価について（下）（松本） 

十
六

注

（
12 
）
高
山
寺
典
籍
文
書
総
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
古
訓
点
資
料　

第
一
』

（
高
山
寺
資
料
叢
書　

第
九
冊
、
昭
和
五
十
五
年
二
月
、
東
京
大
学
出

版
会
）。

（
13 

）
築
島
裕
『
興
福

寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究　

研

究
編
』（
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）「
第
二
章　

訓

法
」、「
第
一
節　

傍
訓
注
記
に
つ
い
て
の
一
傾
向
」。

（
14 

）
注
13
文
献
。

（
15 

）
注
12
文
献
、「
高
山
寺
本
論
語
清
原
本
巻
第
七
・
巻
第
八

中
原
本
巻
第
四
・
巻
第
八
解
題　

国
語
史
研

究
資
料
と
し
て
の
価
値
」
一
一
〜
一
二
頁
。

　
　

 

小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉

時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』（
昭
和
四
十
二

年
三
月
）。

（
16 

）
漢
籍
の
訓
点
資
料
は
、
知
ら
れ
る
如
く
平
安
時
代
の
遺
物
が
少
な

く
、
院
政
期
以
降
に
は
そ
の
数
を
増
す
。
特
に
、
平
安
時
代
に
お
い

て
、
ま
た
、
院
政
鎌
倉
時
代
以
降
の
寺
院
に
お
け
る
漢
籍
の
扱
わ
れ
方

を
知
る
手
掛
か
り
が
極
め
て
少
な
い
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
古
辞
書
、
音

義
や
注
釈
書
類
は
、
僧
侶
の
手
に
な
っ
て
今
に
伝
わ
る
も
の
も
少
な
く

は
な
い
が
、
僧
侶
が
、
自
ら
漢
籍
の
訓
読
を
行
わ
な
か
っ
た
と
は
考
え

に
く
か
ろ
う
。
現
存
資
料
の
偶
然
性
に
左
右
さ
れ
て
、
極
め
て
難
し
い

課
題
で
あ
ろ
う
が
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
寺
院
に
お
け
る
漢
籍
の
訓
読
の

様
態
、
僧
侶
の
具
体
的
な
こ
と
ば
の
解
明
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

（
17 

）
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉

時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』（
昭
和
四
十

二
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）、「
漢
籍
古
点
本
奥
書
識
語
集
」
に
従

え
ば
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
こ
の
奥
書
は
、
左
記
の
資
料
に
も
見
ら
れ

る
。

　
　

◯ 

古
文
孝
経　

二
軸　

松
岡
忠
良
氏
（
一
四
六
二
頁
、
關
靖
『
金
沢
文

庫
の
研
究
』（
昭
和
五
一
年
、
芸
林
舍
））。

　
　

◯
古
文
孝
経　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
一
四
六
五
頁
）。

（
18 

）
桃
裕
行
『
上
代
学
制
の
研
究　

修
訂
版
』（
平
成
六
年
七
月
、
思
文

閣
出
版
）。

（
19 

）
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉

時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』（
昭
和
四
十

二
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）、「
漢
籍
古
点
本
奥
書
識
語
集
」
に
よ

る
。

（
20 

）
一
般
的
に
、
漢
文
訓
読
語
史
の
変
化
・
変
遷
を
考
え
た
場
合
、
あ
る

時
点
か
ら
劇
的
に
急
に
言
語
事
象
が
交
替
す
る
状
況
は
、
頻
繁
で
は
な

か
ろ
う
。
突
然
に
新
し
い
言
語
事
象
が
現
れ
る
場
合
も
な
い
で
は
な
い

〈
拙
稿
「
院
政
期
の
天
台
宗
寺
門
派
西
墓
点
資
料
に
お
け
る
声
点 

―

「
△
」
声
点
の
発
祥
と
伝
流
―
」（『
表
現
技
術
研
究
』
第
五
号
、
平
成

二
十
一
年
三
月
）〉
が
、
自
然
な
る
言
語
変
化
の
様
態
を
考
え
れ
ば
、

む
し
ろ
、
新
旧
の
言
語
要
素
が
共
存
す
る
時
代
が
あ
っ
て
、
新
た
な
表

現
を
求
め
て
新
し
い
形
に
交
替
す
る
よ
う
な
モ
デ
ル
の
方
が
一
般
的
で

あ
ろ
う
。

（
21 
）
拙
著
『
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
論
』（
平
成
十
七
年
二

月
、
汲
古
書
院
）
七
〇
三
頁
〜
に
お
い
て
記
し
た
如
く
、
切
紙
や
一
紙
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十
七

物
の
作
法
書
、
類
聚
さ
れ
た
作
法
書
を
除
い
て
は
、
明
確
に
正
確
な
移

点
関
係
に
あ
る
資
料
で
、
あ
る
程
度
の
言
語
量
を
持
つ
成
書
と
し
て
は

東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
誦
儀
軌
実
範
点
と
随
心
院
蔵
金
剛

頂
蓮
華
部
心
念
誦
儀
軌
養
和
二
年
（
一
一
八
二
）
点
以
外
に
知
見
を
得

な
い
。

（
22 

）
拙
稿
「
鎌
倉
時
代
漢
籍
訓
読
に
お
け
る
訓
読
法
の
一
実
態
―
高
山
寺

蔵
論
語
巻
第
七
・
巻
第
八
清
原
本
を
例
と
し
て
―
」（『
高
山
寺
典
籍
文

書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
平
成
二
十
二
年　

度
』、
平
成
二
十
三

年
三
月
」）。

（
23 

）
小
林
芳
規
『
平 

安 

鎌 

倉

時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』（
昭
和
四
十

二
年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）。

（
24 

）
鎌
倉
時
代
の
古
文
孝
経
の
訓
点
資
料
の
史
料
性
は
、
総
て
が
三
千
院

蔵
古
文
孝
経
と
同
じ
で
あ
る
と
言
う
訳
で
は
な
い
。
猿
投
神
社
蔵
古
文

孝
経
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
点
に
は
、
複
数
の
訓
読
法
が
混
在
し
て

い
る
が
、
仁
治
本
古
文
孝
経
は
、
そ
の
元
と
な
っ
た
古
文
孝
経
の
加
点

本
を
、「
狼
藉
本
」
で
あ
る
と
評
価
を
し
て
、
廃
棄
し
、
改
め
て
「
証

本
」
を
作
り
直
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
内
部
徴
証
と
し
て
は
訓
読

法
が
殆
ど
単
一
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
奥
書
に
そ
の
事
情
が
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
仁
治
本
古
文
孝
経
の
奥
書
は
、
本
奥
書
と
し
て
引
か
れ

た
訓
点
資
料
が
あ
る
の
で
、
訓
読
史
の
上
か
ら
は
「
証
本
」
の
扱
い
を

受
け
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
25 

）
注
23
文
献
。

（
26 

）
現
代
の
研
究
者
に
限
る
問
題
で
は
な
い
。
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
に

は
、
多
く
は
な
い
が
鎌
倉
時
代
に
限
ら
ず
、
後
世
の
仮
名
が
加
点
さ
れ

て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
三
千
院
蔵
古
文
孝
経
が
書
写
さ
れ
て
成

立
し
て
以
来
、
後
世
の
訓
読
者
が
こ
の
伝
本
を
享
受
し
、
訓
読
を
実
現

し
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
判
断
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
世
の
享
受
者

も
、
文
中
の
「
則
」
字
を
訓
読
す
る
際
、
権
威
と
な
っ
て
い
た
博
士
家

清
原
家
の
訓
読
法
に
価
値
を
認
め
る
の
か
、
ま
た
は
、
そ
う
し
た
規
範

観
念
を
持
た
ず
に
訓
読
し
た
か
に
よ
っ
て
、
直
読
・
不
読
は
、
半
々
の

確
率
を
以
っ
て
実
現
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
27 

）
注
12
文
献
。
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十
八

A Research on Kuntenshiryo（訓点資料）Part II

Mitsutaka MATSUMOTO

This research considers the authenticity of kuntenshiryo (data concerning guiding marks for rendering 

Chinese into Japanese), which have been found across Japan.  Kuntenshiryo are indispensable in a 

factual analysis of the history of the Japanese language.  This paper is the second part of a study 

examining the authenticity of kuntenshiryo.

This second part appraises the examples of kuntenshiryo presented in Part I, paying particular 

attention to the Sanzen-in-zo kobun-kokyo Kenji Sannen Ten, which dates from 1277.  This report also 

gives historical descriptions of the related data, and an analysis of them.


